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住民主体で活動を行う団体の活動を支援し、身近な地域での居場所づくりを進めます。
・元気づくりステーションや老人クラブ、育児教室等、地域活動への定期的な参加、活動支援
・エリア内の施設（矢向地区センター、新鶴見小学校コミュニティハウス等）における地域活動の実
態把握
・同じ目的で活動する団体同士のネットワーク作り（連絡会の実施等）

□ ■

ケアプラザで実施している事業等について、情報を必要としている人へ行き届くよう取組みます。
・回覧板の回らない大型マンションの住民等への情報提供（掲示板の活用等について町内会やマンション管理会
社へ相談）
・インターネットやＳＮＳを活用した情報発信についての検討
・出張相談会の実施や地域での会合（食事会等）への参加を通した情報提供

矢向、江ケ崎両地区のあいねっとの取組みを広く地域へ周知し、あいねっと関連団体と住民が地域のつながりの
中で地域課題の解決に向けて取組むことができるよう支援します。
・災害時における自助・共助のネットワーク作り（「黄色いリボン」「あんしんボトル」の普及・啓発活動）
・ケアプラザ「とちのきフェア」、矢向小ＰＴＡによる「炊き出しの会」でのＰＲ活動
・「あいねっと地区フォーラム」の開催（事前準備、具体的な活動への支援）
・年４回発行「アロー通信」での取組み紹介

平成３１年度 矢向地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
【現状】
　矢向地域ケアプラザの担当エリアは、坂道がほとんど無い平坦な地形ですが、地域の中央には横須賀線、東側には南
武線や貨物専用の線路が走っていることから、踏切りが１０か所と非常に多いことが特徴です。
　矢向１丁目や江ケ崎町は、近年、工場跡地等に大型マンションの建設が相次ぎ、若い世代の人口が急激に増えていま
す。０歳～14歳の人口比率は矢向１丁目が17.7％、江ケ崎町が22.6％と、鶴見区の13.0％を大きく上回っています。
　一方で、高齢化率は矢向２丁目20.7％、３丁目21.2％、４丁目23.8％、５丁目21.8％、６丁目26.7％と、鶴見区の21.1％より
高い地域もあります。（平成30年9月末現在）

【今後の方向性】
　若い世代の人口が急増したことから、新旧住民が交流する機会を作ることや、子育て世代を支援するネットワーク作りが
必要です。また、高齢者等は、地域に線路や踏切りが多いことから、徒歩や自転車での移動が困難になると、一気に行動
範囲が狭くなり閉じこもりがちとなってしまいます。そのため、身近な地域での居場所づくりを進めるとともに、ケアプラザか
ら地域へ出向き相談支援を行う機会を設けていくことが必要です。このように特徴的な地域であることから、矢向地域ケア
プラザでは、地域アセスメントに基づき支援計画を立て、地域のニーズに沿った事業展開を行っていきます。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

ケアプラザ利用者や地域住民の声を大切にするとともに、地域アセスメントによる根拠に基づいた事業展開、地域
支援を行っていきます。
・「地域アセスメントシート」の作成
・相談件数、相談内容の精査、分析
・ケアプラザの強み（多職種による連携）を活かした地域支援
・地域住民と協働した「地域支え合いマップ」の作成

大型マンションの建設が相次いだこと等により急増した子育て世代が、地域とのつながりを持つことができるよう支
援します。
・地域の子育て支援者と関係機関とのネットワーク作り
・子育て支援団体への活動場所の提供、団体同士の横のつながり作り
・ケアプラザエントランス内に子育て等に関するインフォメーションコーナーを設置する。



□ 区からのコメント



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

平成31年度矢向地域ケアプラザ事業計画書・事業報告書（施設運営、介護保険事業）

公正・中立性の確保について
コンプライアンスへの対応について

（事故防止、個人情報保護等）

（１）フォーマル、インフォーマル問わず事業所
の種類ごとにファイルを作成し、来館者が自由
に閲覧できるようにします。
（２）ご相談のお客様には、上記ファイルに加
え、ハートページ等の資料を用いて事業所に
ついての情報提供、説明を行います。
（３）事業所選択時には「事業所の選択に関す
る説明についての確認書」を記入し、お客様の
選択理由について明記します。
（４）地域包括支援センターからケアマネジャー
への新規依頼は「居宅介護支援事業所 新規
依頼表」を作成し、エリア内外の事業所に偏り
の無いように依頼します。

《事故防止》
（１）事故発生時はマニュアルに基づいて対応
し、法人本部、鶴見区、横浜市への報告を行い
ます。
（２）事故やヒヤリハットは、迅速に報告書を作
成し状況分析、原因究明を行います。発生時
に対応した職員が報告書を作成することで、危
機管理意識を高め、再発防止に努めます。
（３）事業所内で報告書を回覧するとともに、事
例は会議で共有します。また必要に応じて、事
例に基づいた研修を行い、再発防止や緊急時
の対応力向上に努めます。
《個人情報保護》
（１）当法人では「個人情報保護規程」を定め、
各ケアプラザごとに個人情報の管理に関する
責任者と担当者を定め、管理体制と責任を明
確にしています。
（２）法人で実施する「個人情報保護・情報セ
キュリティ研修」を担当職員が受講し、全職員
への伝達研修を毎年実施します。
（３）毎日実施する朝のミーティング時に個人情
報の取り扱いについて注意喚起を行います。
（４）個人情報を含む書類を郵送、またはＦＡＸ
で送る際にはチェックシートを用い、複数の職
員でダブルチェックを行います。
（５）相談票、個人ファイル等は施錠できるロッ
カー等で保管し、業務上持ち出しが必要な場
合には最小限の情報のみとし、出張命令簿に
その旨を記載します。

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

居宅介護支援事業



目標

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

３　通所系サービス事業

利用者
実績
（人）

通所介護 第１号通所事業

≪目標≫
（１）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心
身の状況、その置かれている環境等に応じて、
お客様が継続して住み慣れた地域で在宅生活
が送れるよう、また、ご本人らしく自立した日常
生活を営むことができることを目指します。

（２）適正な保健医療サービス及び福祉サービ
スが、様々な事業者から、総合的に効率的に
提供されるように、公正中立な立場に立ち、ケ
アプランを作成するとともに、サービス事業所
等との連絡調整を行います。

（３）事業の実施にあたっては、関係行政機関、
地域の保健・医療・福祉サービス事業者、ボラ
ンティア団体等との綿密な連携を図り、総合的
なサービス提供の調整に努めます。

≪目標≫
（１）ケアプラン作成にあたっては、お客様の心
身の状況、その置かれている環境に応じて、お
客様が継続して住み慣れた地域で生活が送れ
るよう、また、ご本人らしく自立した日常生活を
営むことができることを目指します。

（２）適正な保健医療サービス及び福祉サービ
スが、総合的・効率的に提供されるように、公
正中立な立場に立ち、お客様に複数の事業所
を提示し選択していただいて、ケアプランを作
成するとともにサービス事業所等との連絡調整
を行います。

（３）事業の実施にあたっては、関係行政機関、
地域の保健・医療・福祉サービス事業者、ボラ
ンティア団体等フォーマル、インフォーマル多
方面との綿密な連携を図り、総合的なサービス
提供の調整に努めます。

（４）緊急時、24時間連絡が可能な体制を確保
しています。
　
　（５）多死社会におけるケアマジメントプロセス
を学ぶためにターミナルケースや
　　　難病ケース等アセスメントの視点やケアプ
ラン研修を受講しスキルアップをめざします。

≪職員体制≫
  管理者　　　　　　    　１名（常勤兼務）
　保健師　　　　　　　    １名（常勤兼務）
　社会福祉士　　　　  　１名（常勤専従）
　主任ケアマネジャー　１名（常勤専従）
　

≪職員体制≫
　　介護支援専門員　１名（常勤兼務）
　　　　　　　　　　　　 　２名（常勤専従）
　　　　　　　　　　       １名（非常勤専従）



目標

実施
体制

実費
負担

【実施日数】
週7日
【提供時間】
9：45～16：50
【定員】
36名

【実施日数】
週7日
【提供時間】
9：45～16：50
【定員】
36名（通所介護と合わせて）

（1）１回あたり
１割負担の方（2割負担の方）＜3割負担の方
＞
（要介護１）　692円（1,383円）＜2,075円＞
（要介護２）　816円（1,632円）＜2,448円＞
（要介護３）　947円（1,893円）＜2,840円＞
（要介護４）1,076円（2,151円）＜3,226円＞
（要介護５）1,205円（2,410円）＜3,615円＞

 入浴介助加算　54円（　108円）＜　161円＞
ｻｰﾋﾞｽ提供体制強化加算Ⅱ 7円（13円）＜20円
＞
中重度ｹｱ体制加算　49円（97円）＜145円＞

介護職員処遇改善加算Ⅰ
　１ヵ月のご利用単位数の1000分の59に相当
する料金が加算されます。

（2）食費　700円
（3）ｷｬﾝｾﾙ料　500円
　　　（食材料費及び調理費用相当分）

（1）月単位定額制
１割負担の方（2割負担の方）＜3割負担の方
＞
（要支援１・2　週１回程度）
　　1,766円　　（3,531円）　　　＜5,297円＞
（要支援２　週2回程度）
　　3,621円　　（7,241円）　　　＜10,861円＞

ｻｰﾋﾞｽ提供体制強化加算Ⅱ
（要支援1・2週１回程度）26円（52円）＜78円＞
（要支援2　週２回程度）52円（103円）＜155円
＞

介護職員処遇改善加算Ⅰ
　１ヵ月のご利用単位数の1000分の59に相当
する料金が加算されます。

（2）食費　700円
（3）ｷｬﾝｾﾙ料　500円
　　　（食材料費及び調理費用相当分）

（１）お客様が継続して住み慣れた地域で在宅
生活が送れるように、又ご家族の介護負担軽
減を図るために、お客様お一人おひとりの心身
の特性を踏まえて入浴、食事、排泄などの介
護を行います。また、レクリエーションや機能訓
練等を通して心身の活性や現在の機能の維持
向上を図り、ご本人らしく自立した日常生活が
過ごせるように支援します。

（２）お客様の意思を尊重し、関係機関との連
携を図り、お客様の心身の特性や持てる力に
応じて通所介護計画書を作成します。

（３）通所介護計画書を基に、要介護状態の軽
減や悪化の防止に配慮して通所介護サービス
を提供します。

（４）お客様が「笑顔で、通い続けたいと思える
デイサービス」を目指せるサービスの提供がで
きるよう、職員の資質向上を図り研修や業務体
制を整備していきます。

（１）お客様がいつまでも、住み慣れた地域で
在宅生活が送れるように、又ご家族の介護負
担軽減を図るために、お客様お一人おひとりの
心身の特性を踏まえて入浴、食事、排泄など
の介護を行います。また、レクリエーションや交
流、機能訓練を通して心身の活性や現在の機
能の維持向上を図り、ご本人らしく自立した日
常生活が過ごせるように支援します。

（２）お客様の意思を尊重し、関係機関との連
携を図り、お客様の心身の特性や持てる力に
応じて介護予防通所介護計画書を作成しま
す。

（３）介護予防通所介護計画書を基に、要支援
状態の軽減や悪化の防止に配慮して、現在の
機能が維持できるよう介護予防通所介護サー
ビスを提供します。

（４）お客様にとって、現在の機能を維持し、「笑
顔で、通い続けたいと思えるデイサービス」を
目指せるサービスの提供ができるよう、職員の
資質向上を図るための研修や業務体制を整備
していきます。



職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

目標

実施
体制

利用者
実績
（人）

管理者　　　　　1名（常勤1名）
生活相談員　　　5名（常勤5名）
看護職員　　　　7名（非常勤7名）
機能訓練指導員　7名（非常勤7名）
介護職員　　　　26名（常勤5名非常勤21名）
調理員　　　　　5名（非常勤5名）
ドライバー　　　7名（非常勤7名）

管理者　　　　　1名（常勤1名）
生活相談員　　　5名（常勤5名）
看護職員　　　　7名（非常勤7名）
機能訓練指導員　7名（非常勤7名）
介護職員　　　　26名（常勤5名非常勤21名）
調理員　　　　　5名（非常勤5名）
ドライバー　　　7名（非常勤7名）

認知症対応型通所介護

（１）認知症状態にあるお客様が可能な限り、
住み慣れた地域で在宅生活が送れるように、
ご家族などの身体的及び精神的負担の軽減を
図るために、お客様お一人おひとりの心身の
特性を踏まえて、入浴、食事、排泄などの介護
を行います。また、レクリエーションや交流、機
能訓練を通して、心身の活性や現在の機能の
維持向上を図り、ご本人らしく自立した日常生
活が過ごせるように支援します。

（２）お客様の意思や人格を尊重し、関係機関
との連携を図り、お客様の心身の特性や持て
る力に応じて認知症対応型通所介護計画書を
作成します。

（３）認知症対応型通所介護計画書を基に、要
介護状態の軽減や悪化の防止に配慮して、現
在の機能が維持できるよう、認知症対応型通
所介護サービスを提供します。

（４）お客様にとって、現在の機能を維持し、「ご
自分らしく楽しく過ごせ、意義あるデイサービ
ス」という目標通りのサービスを提供できるよ
う、職員の資質向上を図るための研修や業務
体制を整備していきます。

【実施日数】
週7日
【提供時間】
9：45～16：50
【定員】
12名



実費
負担

職員
体制

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

利用者
実績
（人）

（1）１回あたり
１割負担の方（2割負担の方）＜3割負担の方
＞
（要介護１）　1,072円（2,144円）＜3,215円＞
（要介護２）　1,188円（2,376円）＜3,564円＞
（要介護３）　1,305円（2,609円）＜3,914円＞
（要介護４）　1,422円（2,844円）＜4,266円＞
（要介護５）　1,539円（3,077円）＜4,616円＞

 入浴介助加算　55円（　109円）＜　164円＞
 個別機能訓練加算　30円（　59円）＜　88円＞
ｻｰﾋﾞｽ提供体制強化加算Ⅱ 7円（13円）＜20円
＞

介護職員処遇改善加算Ⅰ
　１ヵ月のご利用単位数の1000分の104に相当
する料金が加算されます。

（2）食費　700円
（3）ｷｬﾝｾﾙ料　500円
　　　（食材料費及び調理費用相当分）

管理者　　　　　1名（常勤1名）
生活相談員　　　5名（常勤5名）
看護職員　　　　7名（非常勤7名）
機能訓練指導員　7名（非常勤7名）
介護職員　　　　20名（常勤5名非常勤15名）
調理員　　　　　5名（非常勤5名）
ドライバー　　　7名（非常勤7名）



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D）
15,099,732 15,099,732 15,099,732 横浜市より

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

3,587,500 3,587,500 3,587,500

2,156,961 2,156,961 2,156,961

20,844,193 0 20,844,193 0 20,844,193

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

11,985,427 0 11,985,427 0 11,985,427

8,356,560 8,356,560 0 8,356,560 非常勤給与含む

1,106,241 1,106,241 0 1,106,241

315,456 315,456 0 315,456

66,980 66,980 0 66,980

8,250 8,250 0 8,250 ハマふれんど

330,000 330,000 0 330,000

1,801,940 1,801,940 0 1,801,940

1,130,000 0 1,130,000 0 1,130,000

33,000 33,000 0 33,000 出張費

144,389 144,389 0 144,389 事務用品

0 0 0 0

120,080 120,080 0 120,080 ｺﾋﾟｰ代・トナー代

273,110 273,110 0 273,110 電話・郵便

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

17,520 17,520 0 17,520

8,437 8,437 0 8,437 研修時の交通費

44,460 44,460 0 44,460

234,614 234,614 0 234,614 パソコン・車両リース

466 466 0 466

0 0 0 0

253,924 253,924 0 253,924 システム委託・給与計算委託

2,052,000 0 2,052,000 0 2,052,000

42,000 42,000 0 42,000 予算：指定額

2,010,000 2,010,000 0 2,010,000

4,526,700 0 4,526,700 0 4,526,700

0 0 0 0

2,169,263 0 2,169,263 0 2,169,263

電気料金 737,549 737,549 0 737,549

ガス料金 650,779 650,779 0 650,779

水道料金 780,935 780,935 0 780,935

860,379 860,379 0 860,379

474,000 474,000 0 474,000 予算：指定額

61,921 61,921 0 61,921

487,137 0 487,137 0 487,137

空調衛生設備保守 233,756 233,756 0 233,756

消防設備保守 37,154 37,154 0 37,154

電気設備保守 107,194 107,194 0 107,194

害虫駆除清掃保守 8,429 8,429 0 8,429

駐車場設備保全費 0 0 0 0

その他保全費 100,604 100,604 0 100,604

0 0 0 0

474,000 474,000 0 474,000

1,150,066 0 1,150,066 0 1,150,066

0 0 基本的に、この行は入力しません

1,150,066 1,150,066 0 1,150,066

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 基本的に、この行は入力しません

20,844,193 0 20,844,193 0 20,844,193

0 0 0 0 0

907,400 907,400 0 907,400 自主事業への参加料等

953,012 953,012 0 953,012 自主事業経費

△ 45,612 0 △ 45,612 0 △ 45,612

0 0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0

自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入
管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

当該施設分
ニーズ対応費
支出合計

差引

自主事業費収入
自主事業費支出

清掃費
修繕費

光熱水費

管理費
建築物・建築設備点検

本部分

その他
公租公課

共益費

機械警備費
設備保全費

事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

振込手数料
リース料
手数料

施設賠償責任保険
職員等研修費

事業費
運営協議会経費
指定管理料充当　事業

地域協力費
その他

会議賄い費
印刷製本費

旅費
消耗品費

その他
事務費

備品購入費
図書購入費

通信費
使用料及び賃借料

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

指定管理料
利用料金収入
指定管理料充当　事業

手当計
健康診断費

本俸
社会保険料

科目

人件費

支出の部

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

収入合計

その他（施設使用料相当額　法人負担分）
その他（提案時控除     法人負担分）

自主事業収入
雑入

科目



収入の部 （単位：円）
当初予算額

（A）
補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

23,811,874 23,811,874 23,811,874 横浜市より
152,400 152,400 152,400 横浜市より

5,792,000 5,792,000 5,792,000 横浜市より
0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 基本的に、この行は入力しません

0 0 0 0

印刷代 0 0 0

自動販売機手数料 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

駐車場利用料収入 0 0 0 基本的に、この行は入力しません

その他（指定管理充当分） 0 0 0

1,525,593 1,525,593 1,525,593

31,281,867 0 31,281,867 0 31,281,867

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,476,293 0 27,476,293 0 27,476,293

21,372,769 21,372,769 21,372,769

3,762,691 3,762,691 3,762,691

1,768,512 1,768,512 1,768,512

52,571 52,571 52,571

27,750 27,750 27,750 ハマふれんど

492,000 492,000 492,000

0 0 0

474,000 0 474,000 0 474,000

9,062 9,062 9,062 出張費

56,389 56,389 56,389 事務用品

0 0 0

91,520 91,520 91,520 ｺﾋﾟｰ代・トナー代

73,017 73,017 73,017 電話・郵便

0 0 0 0 0

横浜市への支払分 0 0 0

その他 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

17,520 17,520 17,520

9,062 9,062 9,062 研修時の交通費

24,460 24,460 24,460

192,504 192,504 192,504 パソコン・車両リース

466 466 466

0 0 0

0 0 0

2,159,400 0 2,159,400 0 2,159,400

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

1,065,000 1,065,000 1,065,000

152,400 152,400 152,400

312,000 312,000 312,000 予算：指定額

1,172,174 0 1,172,174 0 1,172,174

0 0 0 予算：指定額

576,640 0 576,640 0 576,640

電気料金 196,058 196,058 0 196,058

ガス料金 172,992 172,992 0 172,992

水道料金 207,590 207,590 0 207,590

228,709 228,709 228,709

126,000 126,000 126,000 予算：指定額

16,460 16,460 16,460

141,628 0 141,628 0 141,628

空調衛生設備保守 62,137 62,137 62,137

消防設備保守 9,876 9,876 9,876

電気設備保守 28,494 28,494 28,494

害虫駆除清掃保守 2,240 2,240 2,240

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 38,881 38,881 38,881

0 0 0

82,737 82,737 82,737

0 0 0 0 0

0 0

0 0 0

0 0

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

31,281,867 0 31,281,867 0 31,281,867

0 0 0 0 0

26,800 26,800 26,800 自主事業への参加料等

104,728 104,728 104,728 自主事業経費

△ 77,928 △ 77,928 0 △ 77,928

0 0 駐車場利用料金・自動販売機手数料収入等法人収入

0 0 使用料（横浜市への支払等）

0 0 0 0 0

管理許可・目的外使用許可支出
管理許可・目的外使用許可収支

支出合計
差引

自主事業費収入
自主事業費支出
自主事業収支

管理許可・目的外使用許可収入

光熱水費

当該施設分

基本的に、この行は入力しません。

公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他（　　　　　）

ニーズ対応費

清掃費
修繕費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

事務経費　（計算根拠を説明欄に記載）

本部分

建築物・建築設備点検

振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

事業費
協力医
指定管理料充当　事業（包括）

指定管理料充当　事業（介護予防）

指定管理料充当　事業（生活支援）

管理費

健康診断費
勤労者福祉共済掛金

手当計

その他
事務費

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費

退職給付引当金繰入額

旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費
使用料及び賃借料

指定管理料（包括）

平成３１年度　「矢向地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（特別会計）＜包括・介護予防・生活支援＞

科目

指定管理料（介護予防）
指定管理料（生活支援）

社会保険料

支出の部

利用料金収入
指定管理料充当事業（包括）

指定管理料充当事業（介護予防）

指定管理料充当事業（生活支援）

自主事業収入
雑入

その他（提案時控除     法人負担分）

収入合計

科目

人件費
本俸



2019年４月１日～2020年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,150 3,500 3,500 17,690 17,690 80,861 80,861 0 29,665 29,665

0 0 0 0 0 0 580 0 580 24,635 0 24,635 3,168 0 3,168 5,244 0 5,244

事業・負担金収入 0 0 0 0 2,765 2,765 0

認定調査収入 0 0 233 233 0 0 0

利用者負担金収入 0 0 0 17,531 17,531 0 3,546 3,546

食費収入 0 0 0 6,863 6,863 403 403 1,634 1,634

受入れ研修費収入 0 0 0 174 174 0 58 58

その他 0 0 347 347 67 67 0 6 6

3,150 0 3,150 3,500 0 3,500 18,270 0 18,270 105,496 0 105,496 3,168 0 3,168 34,909 0 34,909

0 0 15,959 15,959 78,570 78,570 0 24,480 24,480

0 0 1,371 1,371 4,888 4,888 0 1,948 1,948

0 0 37 37 8,263 8,263 0 2,049 2,049

0 0 0 0 7,264 7,264 0 1,822 1,822

2,462 2,462 2,918 0 2,918 0 0 0 66 0 66 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 66 66 0 0

消費税 0 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,462 2,462 2,776 2,776 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0

その他 0 142 142 0 0 0 0

2,462 0 2,462 2,918 0 2,918 17,367 0 17,367 99,051 0 99,051 0 0 0 30,299 0 30,299

688 0 688 582 0 582 903 0 903 6,445 0 6,445 3,168 0 3,168 4,610 0 4,610

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※ 上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

 その他

収支　（Ａ）－（Ｂ）

支出合計（Ｂ）

居宅介護支援 第１号通所介護 認知症対応型通所介護

平成３１年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：矢向地域ケアプラザ

収
入

科目

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

介護予防支援第1号介護予防支援 通所介護



（様式４）自主事業計画書・報告書.xlsx

矢向地域ケアプラザ

１　地域交流 1　高齢者 1　優先的に取り組み

２　包括 2　障害者 2　発展させるねらい

３　生活支援体制整備事業 3　乳幼児

４　共催（１と２） 4　子ども

５　共催（１と３） 5　地域

６　共催（２と３） 6　事業者

７　共催（１と２と３） 7　その他

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

1 手芸サロン
とちのき茶屋

平成13
年度～

１
　
地
域
交
流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
介護予防
仲間づくり
外出の機会増加
認知症予防
ボランティア活動の場提

地域の方たちが気軽に集い、手芸等を通して仲間作りができ
るサロン。手芸等の後は、お茶を飲みながらおしゃべりをする
時間を設け、参加者同士の交流を図ります。お茶出しや受付
等の準備はボランティアさんに手伝っていただきます。
毎月第2金曜日。

3 リフレッシュ体操
平成１
３年度
～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
体力維持
気分転換
仲間づくり

ストレッチ体操のあと、音楽に合わせ、楽しく身体を動かすこと
でのびのびとリラックスした気分になれる運動を行います。そ
の場で身体を動かす効果だけでなく、地域の方たちに介護予
防に関心を持っていただくことがねらいです。さらに、閉じこも
り予防、仲間作りのサロンとしての役割もあります。
毎月第1、3木曜日。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
仲間づくり
食生活の充実
食生活への関心を高める

ボランティアさんによる手作りの温かい食事、地域の障害者
施設で作られたカレー等を大勢で楽しくおしゃべりしながらい
ただく会食会です。時には出前や外食も楽しみます。会食後
はボランティアさんによる演芸や講座、体操など参加者同士
の交流の時間を設けています。
2か月ごと年6回。2 ふれあい会食会

平成１
８年度
～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

1
　
高
齢
者

5 憩いの部屋
平成１
９年度
～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
気分転換
仲間作り
情報収集
世代間交流
ボランティア活動の場提供

年齢・性別を問わず気軽に楽しんでいただけるサロンとして、
開放時間内に囲碁、将棋、健康麻雀、オセロ等をお楽しみい
ただきます。ボランティアのインストラクターが、麻雀の組合せ
のお世話や初心者の方への指導を行っています。
毎月第1金曜日、第2水曜日、第3、4月曜日。

1

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
仲間作り
気分転換
声を出すことによる健康増進
ボランティア活動の場提供

共通の楽しみを持つ仲間同士が集うサロン。カラオケに行き
たくてもなかなか外出することが困難な高齢の方を中心に、み
んなでカラオケを楽しみます。ボランティアさんに希望曲の受
付やマイク操作等を手伝っていただきます。
毎月第4土曜日。

4 とっちーのカラオケ
館

平成２
０年度
～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

7 気分上々★エアロ
平成２
４年度
～

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

7

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

情報交換
仲間づくり
地域内の世代間交流
子育て中の運動不足解消
親子で一緒に参加できるプログラム

子育て中の父親、母親が、子どもを連れたまま参加できる保
育付きのプログラムです。同室内保育とすることで、安心して
参加することができます。保育は地域のボランティアに手伝っ
てもらい、地域の世代間交流を促します。
毎月第4土曜日。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

健康増進
介護予防
仲間づくり
情報交換
若い世代への働きかけ

朝のヨガ、木曜日のヨガ、金曜日のヨガをとっちーのヨガとして
統一しました。照明を落とし、アロマの香り漂う落ち着いた空
間でヨガをすることでリラックス、リフレッシュすることができま
す。
朝のヨガは毎月第1、3月曜日、木曜日のヨガは毎月第2、4木
曜日、金曜日のヨガは毎月第1、3金曜日。6 とっちーのヨガ

平成２
９年度
～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

9 おたのしみ演芸館
平成１
９年度
～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

閉じこもり予防
気分転換
仲間作り
情報収集
世代間交流
ボランティア活動の場提供

新舞踊、音楽会の開催など、老若男女を問わず地域の多くの
方々に楽しんでいただける催しを実施します。なかなか外出で
きない高齢者に娯楽の場を提供します。また、対象を地域全
体とすることで演芸や音楽を通じて世代間交流ができる機会
とします。
年3回、9月、12月、1月。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

育児不安の解消
仲間作り
情報収集の場の提供
遊び場の提供
ボランティアの場の提供
関連諸団体とのネットワーク構築

育児中のお母さんたちが気軽に自由に出入りできるサロンで
す。「子育て応援団」（保育士、主任児童委員、助産師、保健
師等）に入ってもらうことで、一緒に遊んでもらったり、相談に
乗ってもらうことができます。地域のボランティアさんにも手
伝ってもらうことにより、地域全体が子育てに関心を持ち、親
子共に見守る風土を育てます。
毎月第4金曜日。

8 とちのき子育てサ
ロン

平成２
５年度
～

１
　
地
域
交
流

3
　
乳
幼
児

7

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

障害児余暇支援
地域での居場所つくり
情報交換
仲間づくり
ボランティア活動の場提供、
地域での障害者理解の促進
地域の障害者団体や関係機関とのネットワー
ク構築

地域のボランティア、保護者とともにミュージックベルを練習し
ます。大勢でひとつのまとまった曲を作り上げる体験を通し、
協力する楽しさや達成感を味わいます。毎年、「とちのきフェ
ア」での発表を目標としています。
毎月第3日曜日。

10 虹色ハーモニー
平成１
９年度
～

１
　
地
域
交
流

2
　
障
害
者

平成31年度　自主事業計画書・報告書
事業 １ 地域活動交流事業 ５ 共催（１と３）

２ 地域包括支援センター運営事業 ６ 共催（２と３）

３ 生活支援体制整備事業 ７ ３事業共催（１と２と３）

４ 共催（１と２）

事業の性質 １ 優先的に取り組みが求められる事業

対象者 １ 高齢者 ５ 地域

２ 障害児・者 ６ 事業者

３ 養育者及び乳幼児 ７ その他

４ 子ども・青少年



（様式４）自主事業計画書・報告書.xlsx

番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

11 ホタルの夕べ
平成２
０年度
～

１
　
地
域
交
流

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

自然との触れ合い
閉じこもり予防
世代間交流
地域のコミュニケーションの推進

毎年６月に地域でホタルを育てている方から、飼育箱ごとお借
りし、多目的ホールの中に設置して地域の方たちに楽しんで
いただきます。都会ではあまり見ることの無いホタルを見るこ
とで、自然と会話が生まれ、世代間交流ができることを目的と
しています。

13 とちのきフェア
平成９
年度～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

地域住民同士の交流と情報の交換
地域ケアプラザおよび
矢向あいねっと活動の周知
地域のニーズ、意見、情報の収集

矢向地域ケアプラザを地域の方によりよく知っていただき、ま
た身近な相談場所としてさらに認識を持っていただくために毎
年地区センターと合同で行っている文化祭です。毎年「福引ラ
リー」を開催し、ラリーポイントを回ることにより矢向あいねっと
の周知および意見、ニーズ、情報の収集を行います。ケアプ
ラザを利用している団体の発表の場にもなっています。年1
回、10月。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

「矢向あいねっと」の活動の一環
東北被災地支援
住民同士の交流

毎年春に綿花の育て方の説明会を行い、種を配布します。自
宅のプランターで綿花を栽培することで、誰でも気軽にボラン
ティア活動や被災地支援に取り組むことができます。秋に収
穫した綿花を持ち寄る会を実施し、集まった綿花は被災地に
届けます。地域住民が綿花の栽培を通じて交流することが、
あいさつを交わし、互いに見守る関係性を作る「矢向あいねっ
と」のあいさつ運動にもつながっています。

12
綿花の一鉢運動
（育て方と持ち寄り
会）

平成２
７年度
～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

5
　
地
域

15 ボランティア交流
会・感謝会

平成１
７年度
～

７
　
共
催

（
１
と

２
と
３

）

7
　
そ
の
他

7

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

ボランティア同士の交流と情報交換 地域ケアプラザで活動中のボランティア同士が顔を合わせ交
流する機会として毎年実施。また、ケアプラザ職員による劇な
どで日頃の感謝を伝えます。
年1回、2月。

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

地域の中学生・高校生等への福祉教育 地域の中学生、高校生の福祉に関する理解を深めます。ケア
プラザのデイサービス等で学生ボランティア、職業体験等の
受け入れを行います。開始前には事前オリエンテーションを行
い、ケアプラザや高齢者等への理解を深めます。随時。

14 福祉教育
平成１
８年度
～

１
　
地
域
交
流

4
　
子
ど
も

17 プラザギャラリー
平成１
２年度
～

１
　
地
域
交
流

7
　
そ
の
他

7

1
　
優
先
的
に

取
り
組
み

登録団体の作品をプラザ内に掲示し、地域住
民や館内利用者に広く知らせる。

登録団体の作品をプラザ内に掲示し、ケアプラザ利用者や地
域住民に鑑賞していただきます。
通年。

7

1
　
優
先
的
に
取

り
組
み

プラザを利用されている貸室団体（C団地）の
代表に集まって頂き、交流。また、貸室のルー
ル再周知。

各団体の紹介及び貸室ルールの再確認を行い、団体間の交
流及びルールの周知徹底を図ります。随時。

16
貸室利用団体交流
会及び貸室利用説
明会

平成２
７年度
～

１
　
地
域
交
流

7
　
そ
の
他

19 介護なんでも
相談室

平成９
年度～

２
　
包
括

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

介護者負担の軽減
虐待予防
情報交換
情報共有

介護者が集まり、情報交換や気分転換ができることを目的と
します。気軽に参加できる茶話会の他、介護に関するミニ講
座や介護施設の見学会等を実施します。また、認知症の方
や、認知症の方を介護する家族への理解を深めるため、認知
症サポーター養成講座を年２回程度実施します。11月11日に
は「介護の日」として福祉用具展示会等のイベントを企画しま
す。

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

介護予防
閉じこもり予防
仲間作り

より転倒のリスクが高くなる70歳以上の高齢者を対象とし、筋
力・バランストレーニング等を行います。歩行が不安定な人で
も参加できるよう、椅子に座ったままできるゆったりとした体操
が中心です。参加希望者は事前に包括保健師が面談し、参
加の可否を判断します。
毎月第1、3水曜日。

18 ゆっくりゆっくり
転ばん体操

平成２
３年度
～

４
　
共
催

（
１
と
２

）

1
　
高
齢
者

21 昭和の寺子屋
平成３
０年度
～

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

・塗り絵や数独、漢字、かきかたなど、手先と
脳を一緒に使う事で介護予防に繋げる
・閉じこもり予防、介護予防、仲間づくりのきっ
かけ作りとする

地域の方より、運動以外にも脳トレーニングや塗り絵などの
座ってできるものがないか、と何度か問合せがあり、体操など
運動が難しくなった方でも出来るものということで企画しまし
た。いままで、ケアプラザに来た事がない方にも興味を持って
頂き、ケアプラザに来るきっかけを作ります。毎月第1木曜日、
第3水曜日。

1

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

老後への備え
関係機関との連携

元気なうちから自分の老後について考え、備えるきっかけとな
るよう「断捨離講座」や「詐欺対策講座」等の講座を企画し、年
２～４回程度実施します。講座の内容によって、消費生活推
進員や警察署、郵便局等の関係機関と連携します。20 備えて安心講座

平成１
９年度
～

２
　
包
括

5
　
地
域

23 矢向地区障害理解
講座

平成１
９年度
～

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民が障害者とその生活等についての
理解を深める。

地域住民が障害者施設の見学や、利用されている方々の障
害について学ぶ機会を持つための講座を開設し、地域の障害
者への理解を深めます。年1回。矢向地区社会福祉協議会、
矢向地区保健活動推進員と共催。

7

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

保育園の情報および子育ての情報を提供す
る。参加者同士の交流をはかる。また、区役
所、地域の保育園、地域の子育て支援団体
等が協働することにより、子育て支援のネット
ワークを構築する。

保育士によるイベントや、相談コーナー、離乳食の展示コー
ナーなどを設け、情報提供をしています。
年1回、9月。鶴見区役所、矢向・江ヶ崎地区内の保育園と共
催。22

（方面別）
矢向地区子育て支
援イベント
～あつまれ！えが
お～

平成２
５年度
～

１
　
地
域
交

流

4
　
子
ど
も

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域住民が障害者とその生活等についての
理解を深める。

地域住民が障害者施設の見学や、利用されている方々の障
害について学ぶ機会を持つための講座を開設し、地域の障害
者への理解を深めます。
年1回、江ヶ崎地区社会福祉協議会と共催。24 江ヶ崎地区障害理

解講座

平成１
９年度
～

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域
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番号 事業名
開始
年度

事業
主な

対象者
従たる
対象者

事業の
性質

事業目的 事業内容・実施時期
実施
回数

延べ参加
人数

25 矢向中学校福祉教
育

平成１
５年度
～

４
　
共
催

（
１
と
２

）

4
　
子
ど
も

7

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

障害児余暇支援
社会参加やさまざまな体験を支援
保護者のレスパイト
ボランティア育成
関係機関相互の連携形成

身体を動かすプログラム（リトミック、エアロビクス等）、昼食づ
くり、工作等楽しみながら社会体験ができる内容を企画しま
す。サマフレ実行委員会の参加各団体および地域の関係者と
の連携を深めます。年2回程度。　矢向中学校、鶴見区社会
福祉協議会と共催。

27 貸室登録団体体験
会

平成３
０年度
～

１
　
地
域
交

流

5
　
地
域

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

・ケアプラザの貸室を利用している団体を紹
介し、それぞれの団体の参加者を増やす
・登録団体どうしの交流の機会とし、ボラン
ティア時に協力し合える関係をつくる

Ｈ２９年度に音楽体験会を開催し、好評であったこと、貸室を
利用している団体でメンバーが減少しているところがある事、
広く地域に登録団体の活動を紹介する機会がなかったことか
ら、体験会を随時開催。

7

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

デイサービスでのボランティア活動を通じて、
高齢者との接し方を学ぶ。世代間交流を行
う。

矢向小学校の３年生を対象に平成２７年度より実施。担当教
諭と打合せを行ったのち、６月に包括・地域交流職員がケアプ
ラザの役割と高齢者との関わりについて資料を使って説明。
デイサービスでの交流会は７月、１２月に実施します。矢向小
学校と共催。

26 矢向小学校
福祉教育

平成２
７年度
～

４
　
共
催

（
１
と
２

）

4
　
子
ど
も

1
　
優
先
的

に
取
り
組
み

地域のボランティアを始めたいという高齢者
（６５歳以上）を対象に、よこはまシニアボラン
ティアポイント事業の登録研修会を行い、新
規のボランティアを開拓し、ボランティアの高
齢化に備えて新たな担い手を育成していく

よこはまシニアボランティアポイント事業のボランティア登録研
修会を開催し、ボランティアをしているが登録していない方の
登録の機会とします。新たにボランティアをしたいという地域
の高齢者によこはまシニアボランティアポイント事業を周知
し、新たな担い手を開拓･育成します。随時。

28

よこはまシニアボラ
ンティアポイント事
業　ボランティア登
録研修会

平成２
８年度
～

１
　
地
域
交

流

1
　
高
齢
者
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